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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 5,177 4.5 494 △23.4 522 △20.7 317 △20.8

2025年６月期第３四半期 4,954 34.4 645 295.9 658 270.5 400 405.3

（注）包括利益 2026年６月期第３四半期 312百万円（△18.5％） 2025年６月期第３四半期 382百万円（475.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年６月期第３四半期 44.70 －

2025年６月期第３四半期 56.52 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 4,980 2,976 59.8

2025年６月期 4,963 2,718 54.8

（参考）自己資本 2026年６月期第３四半期 2,976百万円 2025年６月期 2,718百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年６月期 － 0.00 － 8.00 8.00

2026年６月期 － 0.00 －

2026年６月期（予想） 8.00 8.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,200 7.4 600 △19.9 580 △23.8 330 △34.2 46.57

１．2026年６月期第３四半期の連結業績（2025年７月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年６月期の連結業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年６月期３Ｑ 7,515,000株 2025年６月期 7,515,000株

②  期末自己株式数 2026年６月期３Ｑ 398,913株 2025年６月期 428,913株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年６月期３Ｑ 7,100,540株 2025年６月期３Ｑ 7,086,087株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、２月に実施された衆議院解散総選挙において与党が安定多数

を確保し、政権基盤の安定に伴う経済政策の継続性が意識されました。これにより、AI・DX分野への投資加速やデ

ジタル化の推進に対する期待感の高まり、賃金上昇の動きも継続するなど、景気は総じて底堅く推移しました。一

方で、イスラエルと米国によるイラン攻撃によって原油価格が急騰するなど、中東情勢の緊迫化に伴う供給制約や

物価への影響が懸念され、先行きについては引き続き不確実性の高い状況が続いております。

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、様々な業種で老朽化した基幹システムの維持コストや

不具合が増える「2025年の崖」に備えた刷新需要や、生成AI技術を活用した業務変革や新規ビジネス創出に向けた

IT投資が一段と活発化しております。

当社グループは「最先端テクノロジーと創造力で、産業の変革をリードします。」をミッションとして掲げ、先

端技術を基盤とした高付加価値ソリューションや業界特化型プラットフォームのサービス提案設計から開発、運用

保守まで、ワンストップの支援体制を整え、顧客企業におけるDX推進の共創パートナーとして事業成長に取り組ん

でおります。また、創業以来、独立系のソフトウエア会社として様々な業種で蓄積したICTの知見とノウハウを活

用し、デジタル化による成長が見込まれる産業に向けて新たな価値を創出することでITを通した社会貢献に努め、

グループの事業基盤、収益力の強化を目指しております。

当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は5,177,185千円（前年同四半期比4.5％増）、営業利益は

494,000千円（前年同四半期比23.4％減）、経常利益は522,398千円（前年同四半期比20.7％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は317,395千円（前年同四半期比20.8％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

（ICTソリューション事業）

ICTソリューション事業においては、注力してきた大型案件獲得方針の成果が継続し、当第３四半期連結累計期

間においても、売上高は過去最高を更新するなど、堅調に推移しております。また、持続的な成長軌道を維持する

ため、生成AIなどの研究開発や技術検証の実施に加え、エンジニアの給与水準見直しやプロジェクトマネジメント

能力、専門スキル向上を目的とした体系的な教育投資を進めております。

こうしたなか、当社は開発プロセスへのAIエージェント導入による開発期間の短縮と、AI活用を前提とした開発

基盤の標準化及びスケール化によって、生産性向上と効率的な開発体制の構築を図っております。これらの取り組

みにより、顧客の事業成長を加速させる支援力が向上し、既存システムのDXやデータ活用を含むAI活用案件の提案

を拡大しております。具体的には、りそなグループ横断の運用を支援する「ローン業務標準化DX基盤」において、

各行で独自に運用されていた複雑な事務手続きを可視化・整理し、大規模なローコード開発によって専門知識を要

する業務の自動化を実装することで業務の効率性と正確性を向上させました。また、福井県と進めるドローン等の

先端技術を活用した実証実験では、鳥獣害対策や防災といった自治体が抱える社会課題解決に直結する案件も進展

しております。これらの実績は、金融・官公庁という信頼性が求められる領域で具現化した事例であり、当社の高

度な現場理解と実装力が実務レベルで高く評価されていることを示すものであります。

上記により、当第３四半期連結累計期間のICTソリューション事業の売上高は4,872,950千円（前年同四半期比

5.8％増）、セグメント利益は865,313千円（前年同四半期比18.4％減）となりました。

（クロスボーダー流通プラットフォーム事業）

クロスボーダー流通プラットフォーム事業においては、最新のITと流通技術を組み合わせ、アジアと日本をつな

ぐ越境流通プラットフォームを展開し、利用顧客数の増加と流通量拡大による安定した収益の確保と成長を目指し

ております。高付加価値の日本商品に対する需要が高いシンガポール市場を拠点に、輸出に向けた市場調査から販

路開拓、マーケティングを支援し、顧客企業のビジネス「創出」から「定着」まで一貫したサポートに取り組んで

おります。

当第３四半期連結累計期間は、案件規模・採算を重視した顧客ポートフォリオの再構築を戦略的に進めた結果、

売上高は減少しました。これは、地方公共団体や地域商社、ならびに金融機関等と連携した提案型案件へのシフト

に注力し、売上構成の入れ替えが生じる調整局面であったことによるものです。一方で、従来の特定顧客との単発

的な契約の積み重ねに依存しない中長期的な成長基盤の構築は着実に進展しております。

海外においては、オンライン・オフラインを連動させたプロモーション施策の強化により、サイトへの誘導や販

売訴求が進み、ECの顧客数・単価・売上は着実に伸長しております。また、株式会社ディーエムエスとの業務提携

を通じて、物流とプロモーションを融合させた高付加価値サービスの提供体制を構築することで、収益性の向上と

将来的な多国展開を見据えた事業基盤の構築に取り組んでまいります。
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上記により、当第３四半期連結累計期間のクロスボーダー流通プラットフォーム事業の売上高は304,235千円

（前年同四半期比12.9％減）、セグメント損失は33,132千円（前年同四半期はセグメント損失32,184千円）となり

ました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ22,928千円減少し、4,459,199千円となりました。この主な要因は、受取

手形、売掛金及び契約資産が133,385千円、その他流動資産が32,414千円増加したものの、現金及び預金が190,746

千円減少したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ40,874千円増加し、517,655千円となりました。この主な要因は、有形固

定資産が22,932千円、投資その他の資産が19,594千円増加したことによるものであります。

繰延資産は、前連結会計年度末に比べ830千円減少し、3,508千円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ17,115千円増加し、

4,980,363千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ238,914千円減少し、1,478,322千円となりました。この主な要因は、未払

法人税等が149,366千円、賞与引当金が81,126千円減少したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ1,881千円減少し、525,569千円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ240,795千円減少し、

2,003,891千円となりました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ257,911千円増加し、2,976,472千円となりました。この主な要因は、資本剰

余金を配当原資とする配当金の支払等により資本剰余金が84,576千円減少したものの、親会社株主に帰属する四半

期純利益の計上により利益剰余金が317,395千円増加し、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分により自己

株式が30,381千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年６月期の通期連結業績予想につきましては、現時点では2025年８月14日の「2025年６月期　決算短信」で

公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 2,553,330 2,362,584
受取手形、売掛金及び契約資産 1,437,192 1,570,578
有価証券 402,626 405,155
その他 187,426 219,840
貸倒引当金 △98,447 △98,958

流動資産合計 4,482,127 4,459,199

固定資産

有形固定資産 40,897 63,830
無形固定資産 5,174 3,522
投資その他の資産

その他 431,398 450,984
貸倒引当金 △689 △682

投資その他の資産合計 430,708 450,302

固定資産合計 476,781 517,655

繰延資産 4,339 3,508

資産合計 4,963,248 4,980,363

負債の部

流動負債
買掛金 184,021 219,987
短期借入金 600,000 600,000
未払法人税等 243,711 94,345
賞与引当金 143,652 62,526
製品保証引当金 2,500 2,700
その他 543,351 498,763

流動負債合計 1,717,236 1,478,322

固定負債

社債 500,000 500,000
資産除去債務 20,010 20,010
その他 7,440 5,559

固定負債合計 527,450 525,569

負債合計 2,244,687 2,003,891

純資産の部

株主資本
資本金 1,000,000 1,000,000
資本剰余金 1,492,197 1,407,621
利益剰余金 674,570 991,966
自己株式 △434,362 △403,981

株主資本合計 2,732,405 2,995,606

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,051 13,867
為替換算調整勘定 △15,896 △33,001

その他の包括利益累計額合計 △13,845 △19,134

純資産合計 2,718,560 2,976,472

負債純資産合計 4,963,248 4,980,363

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 4,954,300 5,177,185

売上原価 3,267,038 3,621,032

売上総利益 1,687,262 1,556,152

販売費及び一般管理費 1,042,092 1,062,152

営業利益 645,169 494,000

営業外収益

受取利息 1,904 5,467

受取配当金 2,829 5,705

為替差益 16,297 25,335

その他 3,198 4,293

営業外収益合計 24,230 40,800

営業外費用

支払利息 6,773 10,219

支払手数料 2,691 1,033

社債発行費償却 830 830

その他 439 318

営業外費用合計 10,735 12,402

経常利益 658,664 522,398

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,172

関係会社清算益 3,357 －

特別利益合計 3,357 1,172

特別損失

固定資産除却損 272 －

減損損失 6,933 －

棚卸資産除却損 3,192 －

投資有価証券売却損 － 140

特別損失合計 10,398 140

税金等調整前四半期純利益 651,623 523,430

法人税等 251,112 206,034

四半期純利益 400,510 317,395

親会社株主に帰属する四半期純利益 400,510 317,395

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日
　至　2026年３月31日)

四半期純利益 400,510 317,395

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,035 11,815

為替換算調整勘定 △10,642 △17,104

その他の包括利益合計 △17,678 △5,289

四半期包括利益 382,832 312,106

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 382,832 312,106

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を使用する方法によっております。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ICTソリューシ
ョン

クロスボーダー
流通プラットフ
ォーム

計

売上高

外部顧客への売上高 4,605,105 349,194 4,954,300 － 4,954,300

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 4,605,105 349,194 4,954,300 － 4,954,300

セグメント利益又は損失
（△）

1,060,982 △32,184 1,028,798 △383,628 645,169

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2024年７月１日  至  2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△383,628千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２ICTソリューシ
ョン

クロスボーダー
流通プラットフ
ォーム

計

売上高

外部顧客への売上高 4,872,950 304,235 5,177,185 － 5,177,185

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 4,872,950 304,235 5,177,185 － 5,177,185

セグメント利益又は損失
（△）

865,313 △33,132 832,181 △338,180 494,000

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2025年７月１日  至  2026年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△338,180千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係る費用であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年７月１日

至  2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年７月１日

至  2026年３月31日）

減価償却費 9,801 千円 11,778千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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